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所感 

「決算カード」で、財政の動きや状態をつかむことを学んだ。経常収支比率の高さとその内容、

健全化判断比率の数値、財政調整基金の相対的大きさ、実質単年度収支の赤字が続いていないか、

経常収支比率が高くなっていないか、財政が住民の福祉にきちんとつながっているかなどの財政

の健全性のポイントから財政運営の方向性を読み取ることが大切である。陥ることが予測できた

京都市の財政危機は、過去数年の財政運営が要因だ。基金を多く貯めていることは悪いことでは

ないが、十分な住民サービスができているかも見えてくる。住民サービスよりも施設など建築物

の建設に基金の取り崩しによる財政運営が続くと、京都市と同じように本市も財政危機に陥る可

能性もある。財政運営もバランスが大切だと考える。バランスのよい一般財源の確保は、最も大

切なので、今後の市政と財政運営をしっかり見守っていきたい。 


